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アカマツ 苗の暗色雪腐病防除試験 (予報)

—— とくに根雪前の薬剤推布の薬害について ——

佐 藤 邦 彥 

太田 •昇

庄 司 次 男

I 結 言

パルプ資源、その他の資材 として-、•ツ類の需要が増大し、年々大面積の人工 

造林が行われている。これに と もなつて病害 も ふえてお り、大きい障害 となつ
1)

ている。 とくにブカマッの幡色雪ﾡ病は多雪地帯に分布し、 その被害はきわ 

めて大きい。この完全な防除がなければ、多雪地帶の造林はそうとう困難であ 

ろう。筆者の1人佐藤(1955)は、この病害の概撲を報告した。その後筆者らが 

叩和 29 年か ら30年にかけて鈴洲淵分場苗畑においてケカ マ ッ 苗の暗色雪腐病防除 

試験のため、根雪前に各種薬剤を施用したところ、かなりの防除効県の現れた

ものもあるが、と くに銅剤ではいちじるしい薬害を生じたので、事業実行上の 

參考のためにとりあえず報吿する。

本試験を実施するにあた り、懇第なご指導を賜わった釜渊分場長の 伊藤一雄 

博士、いろいろ ご契助 を いただいた釜淵分場造林研究室に 深 く 謝意 を表する。

I 藥剤防除試験

1. 試料および方法

試験地は山形県坡上郡及位村にある林業試験場釜淵分場附国苗畑、火山灰土 

壤で排水は良好とみられるところである。試験地の設計は5連制乱塊法により 

供試苗は同畑で立村. 病試験につかつた苗木を使用した。これをm? あたり500本 

にそろえ、1 区あたり3寸シヤーレ3枚分の馬鈴事塞天ﾡ歩に20°cで3週間 

ﾡ養した菌業を 1 1月24日に接種した。こ の供試菌は秋田県由利郡亀田町の ア カ

ッ造料地の 2 年生苗から分離した暗色雪腐病菌を用いた。試験設計概要は第

1) 研児ノートNo1に報告したブカツ商の雪W病について、ほほかの病害との混司をさ 

け るためにこ の病名 に命名する。
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I表に示す。薬剤拡布は2回行い、1 回目は「和29年12月 9 日で公天で撤布後 

まもなく 藥剤が乾いた。2回 目は同月22日C5cmの積ﾡをかき分け て撤布 を 行 

つた。1回目の薬剤布から2回目をでの気象を第I表に示す。根雪期間は 116 

日間で、最深雪積ﾡは 137emであつた。

第I表試験設計の概要

区 施 用 量 の 9

A 三斗式ボルドウ m". 600cc グラ ミン加用

B ウ スプルン加用
三斗式ボ レ ド ウ 800 OUUSS

C 三共ボルドウ 200倍 600cc

D ウスプルン 500倍 3 ・

E セレサン 石矢 C1:5う30g セレサン1、石よ 5

F サラシ粉液 500倍 3 /

G ﾡ層+セレサン 銀屑にセレサン5g混 
用

ﾡ間を1.5cmの厚さ 
に敷く

H 無処理

第I表 薬剤布 1回目から2回目 までの気象 (釜源分場測定)

月 日 信降水量 隣雪動 気 月 日
溫 度 降水見担雪吊 ミ 欠

12. 8
C

0.2
mm
25.6

cm
12.17

o
0.4

mm CI
15.0 品

9 10.0 8.0 雨 18 0.4 9.0 時

10 3.0 0.3 19 -5.4 4.0 7.0

11 0.9 2.1 墨 20 1.3 1.3 6.0 晴

12 0.0 4.3 3.0 雪 21 0.4 15.5 4.5 野

13 3.9 6.9 — 快晴 22 0.9 28.3 2.0

:4 0.9 21.5 3.0 ぬ 23 -0.5 11.2 23.5 グ

15 -0.7 4.1 1.0 24 0.2 7.7 27.0 ク

16 -1.9 17.7 4.0 25 -3.6 9.2 30.0 ク

2.試験 結 果

調在は融雪後約2週間後の30年4 月25日に行い、発病状態を 5区平均して第

・表に示す。この結果：から晒粉区を除いた各区の発病だけについてみれば、薬 

第『求* 剤 防 除 試 験 成 料

注
発病 種 度 内御

発病料— — 桜普度 10a.+5b+1c.+0」
+++ 十 上 役書=------- N-------------*IO

% % 26
A 0.52 0 0.52 0.052 a(+++)...本株の802る以上

D 0 0 0 0 0 発病したもの

C 0.28 0 0 0.28 0.028 b C+ +)...全株の50;以上

D 0 0 0 0 0 発病したもの

0.12 0 0 0.12 0.1112 c(+ )...全株の502以下

F 62.00 9.8 9.8 43.00 1g.415 病したもの

G 0 0 0 0 0 d(- ゝ...無 発 病

II 14.00 0.44 0.44 13.20 1.970 N=a+b+c+d (本数

ダ1V表 薬害 の 発 : 状 態

ﾡ書の程 益死料 ﾡ商本数 同率 備 考

A ++十++
死 

90.72 47
ろる 

9.28

B ++ テ++ 93.16 34 6.85

C + 十 + 79.98 101 20.00

D -- 0 0 0

千 0 0 0 下葉が者を受けている

F ? 0 0 0

G H + 0 0 0 下処が出を受けている

H — 0 0 0

注

+キ+++ .....  商の本数で 90 % 以上の枯死

+++ ............ ～ 93 26以下 ～
T + 1............  薬害はあ るが話死のない も の

一 ...... まつたく薬害のないもの
? .....  外見上はわからぬもの
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剤の効果が顧著に みられる。晒粉液散布はいち じるし く 発病を助長しているが 

こ の原因については今後の研究問題である。薬の状態は第IVよに示 す。

この結果をみると、三斗式ボルドウ区、ウスブルン加用三斗式ポル ドウ区、三 

共ボル ド ッ区、セレサン石次区およびﾡ帰にセ レサンを加えた区は薬があ り 

三斗式ボルドウ区、ウスブル>加用三斗式ドル ドッ区はとくにひどく、ついで 

三共デル ド ウの順となつている。セレサ >区およびﾡﾡにセ レサ > を加へた区 

は下楽に害を う けている程度である。ウ スブルン区では主つた く 薬害がなかつ 

た。

I 無雪狀態の ボル ド ウ 液の薬害

ﾡ籍直前のボル ドウ液撮: 布はひど く来ﾡがあつたので、"のない場合に %同 

よ う害がある ものかど うか次の実験を行つた。

1 . 試料および方法

供試首は、秋田県本荘営林署前畑で立枯術試験に用いたものを使用し、木ﾡ 

(I7*I7*9em) に5本すつを植え、1 処ﾡにつき4コの鉢を川いた。供試薬 

剤は、2 式、4 式、6 斗式各ボル ド ッ液、三バがル ドウ 100倍液、および

無処理で、撤布量はm2 あた り 600ce の割合で、mI和130年10月18日に撤布した 

撤布どきは晴であつた。

2 .結 果

調査は、撤布後 1 週間および 2 週間 目 に行ったが あ つた く 薬害は現れなかつ 

な。その後も約1ヵ月間観察したが、2 斗式ボルドウ液です ら害はなかった。

m 考察および結論

針葉樹は 一般に薬害につ よ く、筆者ら (1952u-h) の試験結果では スギ苗 c 
は根野前に 2 斗式ボ ル ド ウ 液や、三 火 ボ ルドッ、セレサ ン な ど撤布し てるつ 

た く 薬害がない。ア カマツ についても 春から秋に かけては銅剤に よ る薬害の例 

をきかない。またこの試験結果でも害はみとめられなかつた。したがってアカ

ツは と く に薬害に 弱い とは考え られない。と こ ろが供ﾡ直前の撤布がはなは 

だしく薬害をﾡすことは、注目すべきことである。これと同じ例として、

HARTLEY ら (1919) がググラスファーﾡのﾡ術病防除のために棋前に、 

5-5-50 の濃度 (およそ2斗ラル式) のボルドウ液を撤布してはげしい薬害を 

起してﾡが枯死したといら報告がある。そしてその原因については、銅が長い 

間残イし、ﾡどけによつて苗が混つている状態において、長い間に害されるだ 

ろ う と論じた。またボル ド ウの撤布面後雨にあう と薬害が発生しやすいこ とは 

多くの報告があい 杉川I(IS47, 1948) はこれを実験的に確かめた。したがつ 

て"i-c卜がめれていることは薬をうける原因となるであろう。注た、薬審 

は銅剤にはなはだしく、水銀剤では ウ スブルンがつた く 書がな く、セレサシ 

に害がでている ことは残効性 と 関係がある と 思われる。つきに筆者らの2回目 

のﾡ剤撤布が"をかきわけて行つたことが、薬害の原困とは考えられない。こ 

れは隣接地の カッに第 1 回撤布 日 と 同 日 に銅水銀粉剤を撤布したのに も 

ひどい薬害を生じたことが裏付けている。筆者らの実験によると、積当下の針計 

戦の気孔は、開いている傾向があ り、これも薬害と関係があるのではないかと 

思 う がﾡ討をする。 た積ﾡ下の環境お よ び首のず明 と も関係があ る と思う 

が目下実験iである。

この試験で用いた薬剤の うち、防除効果が顯著であ り、薬害の つた く ない 

のはウスプルンであり、ついでセレサンがすぐれている。晒粉区では外見上は 

楽審が認め られなかつたが、発病が顯著に増大してい る が、この原因は今後検 

討を関する。
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